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廃棄物資源循環学会

消費者市民研究部会の活動と
展示概要

市民フォーラム in第34回廃棄物資源循環学会研究発表会 2023年9月11日

展示内容：「世界のごみ箱・分別箱写真展，循環とくらし/ C&G 展示」

廃棄物資源循環学会には、
さまざまな市民連携活動があります！

① 連携・企画の場：

 市民部会

② 情報収集・情報発信の場：

 『循環とくらし』←『Ｃ＆Ｇ』

 学会誌の特集を読みやすくした記事も！

③ つながる場

 支部活動、研究発表会・市民展示・市民フォーラム

 おまけ： 会費の市民価格も！
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年会費会員の種類
9,000円正会員
5,000円個人市民会員
4,000円学生会員

多くの学会で行われている市民向け講演会等のほかにも
いろいろな活動があります。

学会員に向けた問題提起・情報発信

『Ｃ＆Ｇ』・『循環とくらし』・学会誌の
編集への参加

研究発表会等での発表、集会開催、
市民展示・市民フォーラムへの参加

部会員間の情報交換

定例会で部会員から話題提供

ZOOMで楽しくおしゃべり �
Facebookで世界のごみ箱・分別箱写真展も

消費者市民研究部会の活動概要

1990年、学会設立の年に、市民部会も設立

市民の学会員、市民を重視する研究者・専門家など
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市民の立場で、問題意識を共有したテーマに取り組む

容器包装リサイクル法と拡大生産者責任に関する調査・集会

２Ｒ（リデュース・リユース）、環境教育に関する集会

市民展示への出展の様子

「世界のごみ箱・分別箱」写真展

シアトル大学
構内にあるご
み箱です。上
の穴がボトル
系と缶、下が
普通のごみ箱
です。斬新、と
思いました（米
国・シアトル）。

リサイクル用の紙
類を入れる容器で
す。

左にイラストと文字
があります。

ふたの開閉は足で
踏むペダルと手で
押す部分がありま
す（スペイン・バル
セロナ・）

ごみマニアだらけの学会で、世界中のユニークなご
み箱・リサイクルボックス写真を集め、毎年、市民
展示の際に展示しています。

大聖堂広場前にあっ
たごみ箱。

蓋にはソーラーパネ
ルが付いていてその
電力で圧縮し、ごみ
容量が満杯になると
データを送って収集
車がくるしくみだとか
（英国・バース）

ＰＥＴボトル回収機

容器は薄くなってキャップ・ラベ
ルもそのままで投入する機械
がスーパー店内に設置されて
いました。

デポジットがかけられているの
で サイズにかかわらず25ｃ？

が還元されます（ドイツ・ベルリ
ン）



「世界のごみ箱・分別箱」写真展
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路上にあった分別ごみ箱 黄色は紙類 青は飲料容器
缶・ボトル・紙パック（びんは専用回収箱があります）クロ
は生ごみ？（ベルギー・ブリュッセル）

JR弁天町駅のごみ箱。正面の透明な部分に

サインが付いているのは初めて見たような気
がするので載せておきます（日本・大阪）

空き瓶分別回収箱 投入口に色
が付いていてわかりやすいです。
（ベルギー・ブリュッセル）

元東ベルリンだったポツダム
広場駅構内。入り口の形が
異なり袋は色違いで半透明
（ドイツ・ベルリン）

『循環とくらし』コーナー

廃棄物資源循環学会が、市民
と協働で編集し、市民に向けて
情報発信している雑誌です。

ごみの一歩手前を考える！ごみの一歩手前を考える！

巻頭インタビュー
「私たち生きもの」として。

中村 桂子

おむつなし育児 三砂 ちづる

病院での「おむつ外し」の取組みと
本人・家族のQOLの向上！ 内田 陽子

ごみに含まれる使用済み紙おむつの量や
組成について 大下和徹・河井紘輔

私たちの使用済み紙おむつの資源化
新システム 松藤 康司

特集記事

2022年発刊最新号！

市民部会メンバーも編集に参加。

くらしの中のモノなどに注目して、知り
たいこと・知ってほしいことを発信中。
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残される「もの」をデザインすること

時間を暮らしに保存する
～空き家から出たモノのリメイク・リペア奮闘記～

ジオパークの鼓動 －変動する大地との共生－

気になる観光地のごみ事情
～観光立国、人が来る！ごみも来る？～

【片づけと２Ｒ ～捨てないことからはじめよう！～】

【旅ゆかば ～自然との共生～】

次号は 【災害とごみ】について次号は 【災害とごみ】について

【使い捨てプラスチック】

いま、海は何を語っているのか。

ごみやプラスチックはこんなに減らせる！

【食品ロス】

クリエイティブ・クッキング・バトル

SDGs と食品ロス


